
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
概要 ：  

1895 年、中国は甲午戦争（日清戦争）において失敗した。その後、中国の知識人たちは国家が

弱体化した原因を自省した。梁啓超は中国の「尚文」（文を尊ぶ）の伝統を批判し、「スパルタ式」

の「尚武」精神を唱導し始めた。この後の中国において、「尚文」の伝統が残ったのか否か？この

伝統を如何に評価すべきか？この伝統を如何にして現代に転化させるのか？などの問題に関して

は、近代・現代の中国知識人が考えをめぐらせる、大きな課題となった。 

講演者である劉再復氏は、中国には「尚文」の「大伝統」を有すること、そして中国の立国の精

神と民族の心理には文明をあがめ尊び、平和の道を追求することを指摘した。しかし、中国には、

暴力的手段を通じて統治者と被統治者の矛盾を解決させる「小伝統」も有している。講演者が提起

した「告別革命」（革命との決別）の理念とは、「小伝統」との決別であり、「大伝統」を掘り起こ

し、「尚文」精神を現代の双方向的な対話と礼儀を尽くして歩み寄る事に転化させ、以ってそれぞ

れの衝突の解決をはかろうとするものである。 
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